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1.　はじめに
近年.ハードウェア性能の向上,記憶媒体の大容量化,
WWWの普及とともに,大規模な画像データベースの構
築が可能となっている.また,インターネットや多様なメ
ディアを介して.様々な画像データベースにアクセスし,
検索や,ブラウジングを行うことも可能となった.これら
のことから,画像固有の情報に基づいた実用的で効果的な
検索手法の重要性が増している.
ここでは,ウェ-ブレット変換によって得られた
特徴ベクトルを用いて頼似度を定義する.この類似
度により,標準画像群から最も類似する画像を選択
して入力画像を分類する方法について検討する.
2.　ウェーブレット展開

画像は,ある基底関数の伸縮と平行移動によって生成さ

れるウェーブレットを用いて表現することができる.ここ

で使用するマザーウエーブレットvAx>y)を図1に示す.
白い簡域で1,黒い領域で-1,その他の領域で0の値を
とる.

図1:マザーウェーブレットvifay)

r-O. l,2をマザーウェーブレットの種賛, 7を解像度,

k,lを画像内での位置を表すものとする一遍像f{x,y)
のサイズが2Px2FEであるとき,マザーウェーブレット
に伸縮と平行移動を施して生成される基底関数を

vijM(x>y)- 2J-MvtI2'x-k>2Jy-i)

と定義する・このとき画像fの基底関数vtjjkAx>y)に
おける係数cqは

c-2J-M(f{x>y¥vijjtj(x,〟))

整えられる・ここで(,)は内横を表す・またqは

i,j,k,自こよって決まる通し番号である.また,解像度に

よって係数値の最大値が異なるため,最大値が一定になる

ように正規化してある.

3.画像の分類方法

標準画像をN枚用意し.それぞれをウェーブレット展

雷語,芸霊芸竺1,2,警Nji諾w-3係数cqを

<-志JV,

m=lJq)

を求める.標準画像ごとにgn2を降順に並べ替え,それぞ
れに対応する基底関数番号も並べ替える. gfが大きな値

をとる基底関数から順番にQ個選択して、療準画像fnの
部分空間

*vw,oo Mf
を構成する.

このようにして構成されたfnの部分空間に, fnと入

力画像gを射影して生成されるベクトル

A = {2'-*(/.(*,H<>M)r

B = {2J-"(g(x,刺"'(*. 〟))F
をそれぞれの画像の特徴ベクトルとし.額似度αを

α=(AB),[B‖

で定義する・ αが1に近いほど画像fnと画像gは額似
していることになる.入力画像と各標準画像との類似度を

求め,最も大きい察似度αmaxが閥値0以上のときは,そ

の標準画像に入力画像を分薪する・ αmaxが0未満のとき
は,類似画像なしとする.

4.　実験

前節の方法を用いて,入力画像を標準画像に分類する

実験を行う.使用する画像は全て256階調の白黒濃淡画

像であり,サイズは256×256画素である.

ウェーブレット係数の高解像度成分は,画像の類似性を

調べるには細かすぎることや,その成分がほとんどOに近

い値をとるため,ここでは0≦J≦5の係数のみを用い
る.

標準画像8枚,入力画像6枚を用意する.入力画像に
対してあらかじめ,人間の判断により望ましい分類を設定

しておく.また,部分空間を構成する次元数Qを50, 100,

200, 400とし,閥値0を0.10, 0.15, 0.20に設定する,

実験の結果,次元数200,閥値0.15, 0.20のときに最も

多い5枚が望ましい分類に一致した,
5.　まとめ

本研究では,画像に対しウエーブレット変換の多重解像

度解析を行い,標準画像ごとにその特徴を表す部分空間を

構成した.その部分空間に画像を射影することにより.画

像の特徴ベクトルを抽出し,斉似度を定義して画像の分類
を行った.

画像を増やして実験を行い,分寮方法についてさらに検

討していく,また,検索結果を客観的に評価する方法につ
いても検討を行う予定である.
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